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第1章 　意義・課題

青年期は、心理的に頼りになる存在がしだいに両親ではなくなる時期である(落合ら1998)。両親との心理的な距離がしだいに離れていく一方、多くの人々と知り合い、気の合う者どうし友人、恋人となり、それが心理的に頼りになる存在となっていく。しかし、教育心理学研究をおこなっている藤井(2001)によれば、青年期はアイデンティティの形成が不十分な時期であり、他人と親密な関係をもつ能力の失調状態にある。青年期は、最も他人とのふれあいが大切な時期にありながら、アイデンティティの未熟さにより、他人との親密な関係をきづきにくい時期なのである。

こういった、他人との親密な関係を求める過程のなかで、適度な心理的距離の模索に伴うジレンマがたびたび引き起こされる。青年期における人間関係の心理的距離や、心理的距離のとり方をめぐる葛藤の研究は多くの研究者により研究され、現代青年期の人間関係における重要なテーマとなってきている(藤井2001)。表1は横軸に調査対象者の年齢、縦軸に調査対象者との関係をおき、心理的距離や、心理的距離のとり方をめぐる葛藤の研究の件数を表したものである。中学生、高校生、大学生にまたがり調査を行っている研究は、それぞれを0.3件とした。また、中学生、高校生にまたがり調査を行っている研究は、それぞれを0.5件とした。表1を見ていただきたい。まず、調査対象者の年齢を見ていただきたい。調査対象はすべて学生に集中している。その中で大学生を研究対象とした研究が6.3件と極めて多い。次に、調査対象者との関係を見ていただきたい。研究のほとんどが、同性との友人関係の研究に集中している。この表1から見て取れるように、心理的距離や、心理的距離のとり方をめぐる葛藤の研究の多くは大学生の友人関係に集中している。この1つのセルだけで全体の57.8％をしめている。表1の分析では、青年の恋人との関係における研究は1件(全体の9.1％)と少ない。

表1：先行研究クロス表

	　
	12～15歳

(中学生)
	15～18歳

(高校生)
	18～22歳(大学生)
	22～25歳


	25～30歳



	恋人
	0件
	0件
	1件
	0件
	0件

	同性の友人
	0.8件
	1.8件
	6.3件
	0件
	0件

	教師
	1件
	0件
	0件
	0件
	0件


青年が心理的に頼りとしているのは、友人だけではない。友人よりも、恋人を心の頼りとしている青年は多いことが予測される。また、この青年期に一生をともに過ごす異性をみつけ、結婚をする人もいる。青年期における恋人との心理的距離をめぐる葛藤は、重要な研究テーマとなりうる。

本研究では、この葛藤をヤマアラシ・ジレンマという観点から分析を行う。後述するが、ヤマアラシ・ジレンマを4つに分類し、調査を行った結果、「相手を傷つけることの回避と自分が寂しい思いをすることの回避ジレンマ」と「相手を傷つけることの回避と自分が寂しい思いをすることの回避ジレンマ」の発生者が多く(第4章参照)、残りの2つのジレンマ発生者はほとんどいなかった。そのため、この2つのヤマアラシ・ジレンマについて、原因をさぐり、また、改善策を模索する。

第2章 　先行研究

ヤマアラシ・ジレンマ(porcupine dilemma)とは

本来ヤマアラシ・ジレンマとはSchopen-hauer,A.（1851）の寓話から生まれた言葉である。その寓話とは「ヤマアラシの一群が、冷たい冬のある日、お互いの体温で凍えることを防ぐために、ぴったりとくっつきあっていた。だがまもなく、お互いのトゲが痛いのが感じられ、またわかれた。温まる必要からまた寄り添うと、痛くてまた離れる、これの繰り返しだった。こうして彼らは2つの難儀に板ばさみにされ、ついに程々の間隔を置くことを工夫し、これで一番うまくやっていけるようになったのである。」というものである。その後、Bellak(1974)が、人間関係、特に二者関係における適切な距離のとり方に関する“近づきたい－離れたい”という葛藤を説明する言葉としヤマアラシ・ジレンマと命名した(藤井2001)。人間は社会的欲求を持つため、他者に近づこうとするが、近づけばお互いのエゴイズムによって相手を傷つけるというジレンマに陥ることを意味している(吉森1987)。つまり、ヤマアラシ・ジレンマとは、他者との適切な心理的距離をめぐる葛藤を表した言葉である。具体的には、「相手と近づきたいけど、近づきすぎたくない。（離れたいけど、離れすぎたくない。）」というジレンマである(藤井2001)。

現代青年の人間関係は、希薄化やお互いに傷つけないように深入りしない「やさしさ志向」といった指摘が多くされ、心理的距離のとり方や人間関係における親密さの定義・発達は現代青年の人間関係における大きなテーマとなってきている(藤井2000)。そんな中、人間関係において生じる葛藤にヤマアラシ・ジレンマがある。ヤマアラシ・ジレンマについては先述したとおりであるが、これは、相手との適切な心理的距離を模索する際に生じる葛藤である(長沼2000)。また、長沼（1999）は、このヤマアラシ・ジレンマについて、青年期の友人関係において研究を行っている。その研究によると、相手と近づこうとする場合に生じるジレンマと、相手と離れようとする場合に生じるジレンマに分けられる。その結果、相手と近づこうとする場合に生じるジレンマには、「自分が傷つくことの回避」と「相手を傷つけることの回避」という2つの心理的要因が働いていることが明らかとなった。また、相手と離れようする場合に生じるジレンマには、「自分が寂しい思いをすることの回避」と「相手に寂しい思いをさせることの回避」という2つの心理的要因が働いていることが明らかとなった。これらは共通して、自分が傷ついたり寂しい思いをすることを回避しようとする対自的要因と、相手が傷ついたり寂しい思いをすることを回避しようとする対他的要因に整理されている。これら4つの心理的要因をつかい、本研究を進めていくこととする。

また、ヤマアラシ・ジレンマが発生する人間関係について、Freud（1921）やBellak（1974）は、お互いが近づきあえば近づき合うほどヤマアラシ・ジレンマが生じやすいと考察した(藤井2001)。相手との心理的な距離のとり方は、関係が親密であればあるほど切実な問題となる。しかし一方で、藤井(2001)は親密集団と無関係集団のどちらでもない中間集団において、困惑感がもっとも高まるとしているとしている。つまり、夫婦や兄弟、親友のように、お互いのことをよく知っている関係では、遠慮など必要なく、ヤマアラシ・ジレンマは生じないということになる。これは前者の意見と相反している。この両者の言い分は、どちらが正しいのであろうか。前述したが、表1を見ると、心理的距離や、心理的距離のとり方をめぐる葛藤の研究の多くは大学生の友人関係に集中している。これは藤井のいう中間集団における研究が先行研究の大半をしめているということである。ではなぜ、大学生の友人関係ばかりが研究の対象となっているのであろうか。それは、中間集団の人間関係において、困惑感が高まるとされているのに加え、前述した通り、青年に発生しやすいためである。また、調査しやすいというのも大きな理由の1つであろう。FreudやBellakのいう親密な関係においての研究はほとんどされていない。では、親密な関係といえる恋人間の関係においては、ヤマアラシ・ジレンマ現象は本当に発生しないのか。この点を明確にするべく調査・検証を行った。

第3章 　仮説

この章では、相手を傷つけることの回避×自分が寂しい思いをすることの回避ジレンマ、相手を傷つけることの回避×相手に寂しい思いをさせることの回避ジレンマについて、どのようなプロセスで多くの若者がジレンマに陥っているのか、それぞれのジレンマについて仮説を立てる。

第1節 　仮説の範囲

　ヤマアラシ・ジレンマへは、自己の要因が最も大きな影響を与えているものと思われる。恋人の要因・両親の要因による影響も十分考えられるが、それらを認知するのは自己である。よって、自己の要因による仮説を作成した。また、後述するが、自分が傷つくことの回避と自分が寂しい思いをすることの回避のジレンマ・自分が傷つくことの回避と相手に寂しい思いをさせることの回避のジレンマについては、ジレンマ発生者が少なかったため仮説は作成しなかった。

第2節 　仮説

第1項 　相手を傷つけることの回避と自分が寂しい思いをすることの回避のジレンマの仮説

このジレンマは「恋人に近づきたいが、恋人を傷つけたくない」ジレンマである。

青年は恋人に対し、密着したいという願望は多くの人がもっていると考えられる。また、この密着したいという願望については、男女による違いが考えられる。よって、密着したいという願望が男女で違い、その種類の不一致が、ヤマアラシ・ジレンマ影響を与えているという仮説を構築した。

男女差仮説

前述したように、恋人と密着したいというのは恋愛スタイルの標準型である。しかし、密着のタイプが男女では違う、男性は物理的な密着を欲し、女性は精神的な密着を欲している若者が多い。これにより、恋人との望んでいる密着のタイプが合わなくなる。自分が望んでいる密着のタイプを恋人には受け入れてもらえなることにより、寂しさを感じ、でも、恋人には密着していたいので、“自分が寂しい思いをすることの回避”が強くなる。また、こういった若者は、過去において恋人を傷つけた経験があり、恋人を傷つけないようにと心がける。よって、相手を傷つけることの回避は強くなる。これにより“相手を傷つけることの回避”と、“自分が寂しい思いをすることの回避”という心理的要因のあいだで、ヤマアラシ・ジレンマ現象は発生する。

また、男女差仮説とは違い、密着したいという願望は男女で違いはないという仮説も構築した。この密着したいという願望については、前述した3つの密着願望をもちいた。(第2章参照)

物理的密着仮説

常識的に考えても深くかかわり合い、親密な関係を維持したいとするのが恋愛スタイルの標準型である(橋本1991)。橋本がいう密着したいとは、物理的密着であり、藤井(2001)のいう“自分が寂しい思いをすることの回避”のことである。これにより、標準的には恋人に対し“自分が寂しい思いをすることの回避”が強くなる。また、物理的に密着したいという願望が強い人ほど、過去において恋人を傷つけた経験があり、恋人を傷つけないようにと心がける。よって、相手を傷つけることの回避は強くなる。これにより“相手を傷つけることの回避”と、“自分が寂しい思いをすることの回避”という心理的要因のあいだで、ヤマアラシ・ジレンマ現象は発生する。

精神的密着仮説

前項でも述べたように、恋人と密着したいというのは恋愛スタイルの標準型である。恋人と精神的に近い距離を保ちたいと考え、“自分が寂しい思いをすることの回避”が強くなる。また、精神的に密着したいという願望が強い人ほど、過去において恋人を傷つけた経験があり、恋人を傷つけないようにと心がける。よって、相手を傷つけることの回避は強くなる。これにより“相手を傷つけることの回避”と、“自分が寂しい思いをすることの回避”という心理的要因のあいだで、ヤマアラシ・ジレンマ現象は発生する。

病的密着仮説

恋人と精神的に近い距離を保ちたいと考え、“自分が寂しい思いをすることの回避”が強くなる。また、病的に密着したいという願望が強い人ほど、過去において恋人を傷つけた経験があり、恋人を傷つけないようにと心がける。よって、相手を傷つけることの回避は強くなる。これにより“相手を傷つけることの回避”と、“自分が寂しい思いをすることの回避”という心理的要因のあいだで、ヤマアラシ・ジレンマ現象は発生する。

　藤井(2000)によると、現代青年の友人関係において、希薄化が指摘されている。このことが恋人関係においてのヤマアラシ・ジレンマを強める原因である仮説を構築した。

ソーシャルスキル低下仮説

ソーシャルスキルの低下により、親しい友人がつくれない若者が増加している。これにより、友人を心の頼りとした若者は減り、友人を心の頼りにできない人は、恋人を心の頼りとしている。恋人を心の頼りとし大切に思っている分、恋人に冷たくされると、より寂しさを感じ、“自分が寂しい思いをすることの回避”が強くなる。また、恋人を心の頼りとし、大切に思うからこそ、恋人を楽しませてあげたいという思いが強くなるが、ソーシャルスキルの低さから恋人を楽しませる自信が持てない。これにより、楽しませることはできないので、せめて、恋人を傷つけないようにと心がけるようになり、“相手を傷つけることの回避”が強くなる。よって、“相手を傷つけることの回避”と、“自分が寂しい思いをすることの回避”という心理的要因のあいだで、ヤマアラシ・ジレンマ現象は発生する。

また、プレテストを行った結果、｢恋愛に対し臆病になっている、それがジレンマを強める原因である｣という意見が多かったため、意見を元に仮説を構築した。

疑心暗鬼仮説

人は恋愛に対して臆病である。恋人に対して信頼感が持てずに、恋人の恋愛感情を確信できない。恋人は自分のことはたいして好きではないのではないかと思い、相手は自分にあまり近づいてほしくはないと感じていると思い込んでしまっている。しかし、自分は恋人のことが好きでしょうがなく、恋人にウザがられるのは絶対いやだと感じる。これにより、“相手を傷つけることの回避”は強くなる。また、恋人に対して疑心暗鬼になることにより、恋人の恋愛感情を感じることができずに、寂しい思いをしてしまう。恋人の恋愛感情に対する不安から、恋人は自分から離れていってしまうのではないかと感じるようになり、恋人を失いたくないという思いも同時に強くなる。これにより、恋人が自分から離れていってしまう恐怖から、“自分が寂しい思いをすることの回避”が強くなる。よって、“相手を傷つけることの回避”と、“自分が寂しい思いをすることの回避”という心理的要因のあいだで、ヤマアラシ・ジレンマ現象は発生する。
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